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はじめに

1980年代以降，本州の日本海側の地域でナラ類（ミズナラとコナラ）が集団的に枯死する被害，ブ

ナ科樹木萎凋病（通称：ナラ枯れ）が発生し（伊藤2002a, 2008；伊藤・山田1998a, b），現在も被害地

域は拡大しており全国的な問題となっている．三重県では，1999年に奈良県，和歌山県境付近におい

てコナラ，シイ類，カシ類の枯死被害が初めて確認された（伊藤ら2000；伊藤 2002b）．その後，県南

部の被害は一時的に減少したが，2007年に熊野灘沿岸地域で枯死被害が確認されるとともに，同年に

は県北部の桑名市でもコナラの枯死被害が確認された（三重県環境森林部2008）．

ブナ科樹木萎凋病を引き起こす病原菌（Raffaelea quercivora）を媒介するカシノナガキクイムシ

（Platypus quercivorus）は，遺伝的に大きく2つのグループに大別され（Hamaguchi and Goto 2010; 濱口

2013），体サイズや胞子貯蔵器官（マイカンギア）の円孔数が異なることが報告されている（伊藤ら

2002）．三重県では２つのグループが存在するため，効果的な被害対策を講じるためにはそれぞれの被

害分布を明らかにしておく必要がある．

本報では，1999年以降に発生した県内の穿孔・枯死被害の拡大状況を整理するとともに，一部の地

域においてカシノナガキクイムシのタイプを確認したのでその結果を報告する．

調査方法

三重県，奈良県，和歌山県境の紀伊半島南部において，ナラ類，カシ類，シイ類の集団枯損が初め
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て確認された1999年から2001年にかけては，3県の林業試験研究機関により統一された手法によって

被害の発生状況を把握する調査が行われた（法眼2008）．この調査では，枯死被害の状況を「被害無

し」，「単木状枯死木あり」，「群状枯死木あり」の3種類に区分している．2002年以降は，被害発生の

情報を入手した際に研究員が現地の状況を確認した．さらに，2010年からは県防災ヘリを利用して上

空から枯死被害の発生場所を確認するとともに，県内の主要な道路を走行して目視で枯死被害の発生

場所を確認した．

結果と考察

1999年に県南部の尾鷲市，熊野市，御浜町，紀宝町においてコナラとシイ類の集団枯死が確認され

（表 -1，図 -1），被害面積は69 haであった（三重県林業研究所2012）．その後の2年間，枯死被害はほ

とんど発生しなかった．2001年に紀北町（旧紀伊長島町）地内においてイチイガシへの穿孔被害が確

認された．2007年に大紀町，南伊勢町においてウバメガシへの穿孔被害が確認され， 2008年に伊勢市，

2009年に志摩市，度会町，大台町，2010年に鳥羽市で穿孔被害または枯死被害が確認された．これら

の地域は太平洋側に分布するグループ（Hamaguchi and Goto（2010）におけるグループB）のカシノナ

ガキクイムシによる被害であった．2013年には玉城町，多気町においてコナラの枯死被害が確認され，

図-1. 三重県におけるカシノナガキクイムシによるブナ科植物の穿孔・枯死被害の分布とその推移
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被害分布の推移から太平洋側に分布するグループによる被害であると推察された．

一方，2007年に県北部の桑名市でコナラの枯死被害が確認され，2008年にいなべ市，2009年に伊賀

市においてコナラの枯死被害が確認された（表 -1，図 -1）．2010年に朝日町，菰野町，亀山市において

コナラの枯死被害や穿孔被害が確認され，2011年に四日市市，鈴鹿市でコナラの枯死被害が確認され

た．2013年に東員町，名張市，津市でコナラの枯死被害が確認された．津市以北で確認された被害は

おもに日本海側に分布するグループ（Hamaguchi and Goto（2010）におけるグループA）であった．し

かしながら，2011年に鈴鹿市で初めて確認された事例は，県北部の他の地域と異なり太平洋側に分布

するグループによる被害であった．被害はコナラ二次林を伐採して土地の造成を行っていた場所で発

生していた．ナラ枯れの拡大速度は年間数km，被害の最先端地域の拡大速度は年間11 kmとされてい

種樹孔穿・死枯所場認初年認初名町市

ラナコ死枯田新田笠町弁員8002市べない

ラナコ死枯度多町度多7002市名桑

----町岬曽木

ラナコ死枯東尾笹3102町員東

ラナコ死枯縄埋0102町日朝

----町越川

ラナコ死枯町坂伊、町色一之山1102市市日四

ラナコ孔穿種千0102町野菰

ラナコ死枯町薗御1102市鹿鈴

ラナコ死枯下坂町関、町山坂安0102市山亀

ラナコ死枯町寺音観、町山白3102市津

ラナコ死枯下之坂9002市賀伊

ラナコ死枯かほ瀬長3102市張名

ラナコ死枯かほ町寺勢伊5102市阪松

ラナコ死枯内岩、村蓑5102町和明

ラナコ死枯桂五、生丹3102町気多

ラナコ死枯杉大9002町台大

ラナコ死枯古宮、神山3102町城玉

等類イシ死枯村中南9002町会度

等シガメバウ死枯山内大7002町紀大

ラナコ死枯かほ町家在今治宇8002市勢伊

シガメバウ孔穿鏡石0102市羽鳥

シガメバウ？孔穿方大9002市摩志

シガメバウ孔穿かほ浦屋奈7002町勢伊南

シガイチイ孔穿島長伊紀1002町北紀

明不種樹死枯町田賀9991市鷲尾

熊野市 1999 紀和町木津呂、紀和町和気、新鹿町、波田須町ほか 枯死

死枯かほ川片、本坂9991町浜御

死枯かほ井尾平、原松阪、里浅9991町宝紀

同一市町の複数地域で被害が発生した場合は、主な被害地を記載した。

木曽岬町、川越町には森林が存在しない。

コナラ、シイ類

表-1. 県内の各市町におけるブナ科樹木萎凋病（ナラ枯れ）の初認年及び被害樹種
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る（鎌田 2008）．鈴鹿市で被害が確認された2011年当時，太平洋側に分布するグループの被害の北端

は伊勢市であったことから（表 -1，図 -1），鈴鹿市での被害発生は自然拡大によるものではなく，造成

地への被害材持ち込み等による人為的な影響により飛び地的に拡大したものと考えられる．

2015年に県中央部の明和町，松阪市でコナラの枯死被害が確認され（表 -1，図 -1），森林の存在しな

い木曽岬町，川越町を除き，三重県内のすべての市町で穿孔・枯死被害が確認された．これらの地域に

おけるカシノナガキクイムシのタイプは確認していないが，被害分布の推移から明和町，松阪市南部は

太平洋側に分布するグループ，松阪市北部はおもに日本海側に分布するグループであると推察される．

三重県におけるナラ類，カシ類，シイ類の集団枯損は，太平洋側に分布するグループによる被害が

県南部地域から年々北上するとともに，おもに日本海側に分布するグループによる被害が県北部地域

から徐々に南下する傾向を示した．2015年には2つのタイプのカシノナガキクイムシの分布域が松阪

市で重なった可能性がある．

おわりに

2018年現在，三重県内の枯死被害はおもに津市南部，松阪市北部地域に限られており，他の地域で

は被害が無いか，もしくは単木被害または数本の群状被害にとどまっている．しかしながら，ブナ科

樹木萎凋病によるナラ類・カシ類・シイ類集団枯損の再発生を予測することは不可能であるため，今

後も引き続いて穿孔・枯死被害の動向をモニタリングしていく必要がある．
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